














　心不全では心臓の働きとともに身体機能が低下していきます。下の図はそれを模式的に示
したもので、身体機能は最初ゆっくり低下していきます。やがて呼吸困難などの激しい症状
が起こり、心不全を発症します。多くは適切な治療により一旦回復しますが、再び症状を繰
り返し、身体機能はさらに低下していきます。また途中で急性悪化して突然死することも珍
しくありません。2018年に公表された『急性・慢性心不全診療ガイドライン』では心不全
に4つのステージが新たに定められました。ステージAは高血圧や糖尿病などの心不全のリ
スク因子を抱えている状態です。ステージBは心肥大や心筋梗塞、弁膜症などの心臓の働き
に異常が出現した状態です。ステージBを放置するとついに心不全症状が現れステージCへ
進行してしまいます。ステージCの状態から心不全を繰り返すとやがて治療が難しくなるス
テージDとなります。こうなると治療は基本的には緩和医療となります。ステージA,Bは心
不全予備軍と言え、この時期に適切な加療を行うことによりステージCへの移行を防ぐこと
ができます。












